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 ９月４日（金）に藤間中学校を会場として、「第１回算数・数学科授業研究会」

が実施されました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 以下は、今回の授業公開や研究協議会から見えてきた「教師が『話す』授業から、教師が『みる』『き

く』『つなぐ』授業へ」の授業改善の視点となります。各校でも是非話題にしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 視覚化、子どもの言葉、意味を問うなど、どの教科等においても、大切にした視 

点です。各校における授業改善の視点作りに生かしてください。 

算数・数学科授業研究会 

◆単元名 ２次方程式 

◆単元の目標 

⑴ 二次方程式についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するととも

に、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したり

する技能を身に付ける。 

⑵ 文字を用いて数量の関係や法則などを考察し表現することができる。 

⑶ 二次方程式について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強

く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返

って評価・改善しようとする態度を身に付ける。 

 

生徒の言葉を拾ってその都度

周りと確認させることで思考

を止めることなく理解につな

げることができていた。 

ＩＣＴの活用によって変化を

視覚的に捉えることができて

いた。（二次元コードを読み取

って問題配布することで時間

短縮にもなっていた） 

８x＋５ｘ－ｘ２＝１２ 

一つ一つの項の意味を確認す

ることで、式を立てる流れを生

徒が追いやすくなっている。 

一人が発表した後に隣の生徒と

確認することで、「すっきりしな

い」と発言していた生徒が「すっ

きりした」と話していた。 

クラウド上で振り返りをするこ

とで、他者の振り返りを参照に

する、かつ自分の過去を振り返

ることができていた。 

立式の場面において、見通しを

もたせて、もう一度どんな関係

で式を作るかを考えさせる場面

を作っていた。 

周囲の生徒と話し合うことで、

ヒントを得ることができたり、

より理解を深めたりすることが

できていた。 

問題場面を条件不足にすること

で、問題解決に必要な情報に対

して積極的になる生徒の姿が見

られた。 


